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令和２年１月の思いやり通信 
 

（1） 「課題解決力」収益けん引 環境・社会問題への対応 

「経営計画反映」6 割  日本経済新聞社ＳＤＧｓ調査 

＊ＳＤＧｓは 2015 年の国連サミットで採択され、2030 年までに達成を目

指す国際目標。経済や環境、社会分野で 17 目標。 

＊ＳＤＧｓは企業側が活動の指針とし、対外的に取り組みを発信するための

国際的な共通基準になるもの。 

＊6 割の企業が中期経営計画にＳＤＧｓを織り込んでいます。 

＊二酸化炭素排出削減や働き方改革、サプライチェーン（供給網）を重視す

る姿勢が表れています。 

※ＳＤＧｓ  経済、環境、社会など 17 目標 

＊「誰一人取り残さない」と宣言し、すべての国連加盟国が持続可能な社会

の実現を目指します。 

＊経済、環境、社会などの分野で 17 の目標があり、その下に 169 のターゲ

ット、232 の指標を設定。 

 

ＳＤＧｓが掲げる 17 の目標 

1 貧困をなくそう 

2 飢餓をゼロに 

3 すべての人に健康と福祉を 

4 質の高い教育をみんなに 

5 ジェンダー平等を実現しよう 

6 安全な水とトイレを世界中に 

7 エネルギーをみんなにそしてクリーンに 

8 働きがいも経済成長も 

9 産業と技術革新の基盤をつくろう 

10 人や国の不平等をなくそう 

11 住み続けられるまちづくりを 

12 つくる責任つかう責任 

13 気候変動に具体的な対策を 
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14 海の豊かさを守ろう 

15 陸の豊かさを守ろう 

16 平和と公正をすべての人に 

17 パートナーシップで目標を達成しよう 

（2019 年 12 月 2 日 日本経済新聞記事より抜粋・引用） 

 

（2） 日本近海 微細プラたまる  

＊海を漂うごみで特に問題になっているのが、大きさ 5 ﾐﾘ以下の「マイクロ

プラスチック」。 

・プラごみが長年浮遊する間に劣化して小さくなったもので、魚や鳥による

誤食が懸念されています。 

＊日本の排他的経済水域（ＥＥＺ）内で、日本海を中心とする海域のマイク

ロプラの濃度は１ｋｍ２あたり約 172 万個と、世界の海の平均（約 63,000

個）の 27 倍。 

＊日本を含むアジア各国が大量のプラごみを排出する影響が大きいようで

す。 

（2019 年 12 月 23 日 日本経済新聞記事より抜粋・引用） 

 

エコライフ － 部屋別の傾向と対策  

書斎 

＊書斎を持っている場合でも、その存在価値は低く見られがち。 

＊往々にして環境の良くない場所に追いやられ、暗くて狭いスペース。 

＊小さくてもなるべく窓を設置できる場所につくりましょう。 

＊書斎を部屋にするのではなく、書斎コーナーとしてホールやリビングに一部

に確保するのも良いです。 

（高垣吾朗氏著「夢を叶える家づくり」より引用・抜粋） 

 

 

 

 

 


